
1/2 東京電力株式会社
滞留水処理

2015/3/26現在

22 1 8 15 22 29 5 12 下 上 中 下 前 後

４月３月 6月2月

貯蔵設備の
信頼性向上

信
頼
性
向
上

（実　績）
　・雨水抑制対策（タンク堰カバー設置）
（予　定）
　・雨水抑制対策（タンク堰カバー設置）

作業内容

滞留水処理　スケジュール

これまで一ヶ月の動きと今後一ヶ月の予定 備　考5月
分
野
名

括
　
り

（実　績）
　・1～4号サブドレン他移送設備　設置工事
（予　定）
　・1～4号サブドレン他移送設備　設置工事

【高性能多核種除去設備】
（実　績）
　・検証試験装置通水試験
　・処理運転
（予　定）
　・検証試験装置通水試験
　・処理運転

【多核種除去設備】
（実　績）
　・処理運転（Ａ・Ｂ・Ｃ系統）
（予　定）
　・処理運転（Ａ・Ｂ・Ｃ系統）

【増設多核種除去設備】
（実　績）
　・外装、建築設備（電灯・自火報等）、構内整備
　・処理運転（A・B・Ｃ系統）
（予　定）
　・構内整備
　・処理運転（A・B・C系統）

【RO濃縮水処理設備】
（実　績）
　・RO濃縮水処理設備　設置
（予　定）
　・RO濃縮水処理設備　設置・運転

陸側遮水壁

サブドレン復旧

中
長
期
課
題

浄化設備等

建屋内滞留水
移送設備追設工事

比較的汚染度が高いエリアより順次設置する。
【設置完了エリア】モバイルＲＯ膜装置タンク,Ｈ４
東,Ｈ３,Ｈ２南,Ｈ４北,Ｈ９,Ｈ９西,Ｇ６北,Ｇ４南,H８
北,H8南,H6

処理運転中

現
場
作
業

現
場
作
業

現
場
作
業

・Ａ系統：処理運転中
・Ｂ系統：処理運転中
・Ｃ系統：処理運転中
CFF差圧上昇時、適宜洗浄を実施。吸着塔差圧上昇
時、適宜逆洗を実施。

平成26年9月30日付 使用承認
(原規規発第149301号)
A系列　12/22　G4南　A群→B群切替
　　　　02/02　G4南　B群→C群切替
        02/28　G4南　C群→G6南C群切替
Ｂ系列　02/20　H5北　A群（2基）→A/B群(6基）切替
第二モバイル
　02/20　装置-2,-4運転開始　02/27　装置-3運転開始
　03/02　装置-1運転開始

・Ａ系統：処理運転中
・Ｂ系統：処理運転中
・Ｃ系統：処理運転中
CFF差圧上昇時、適宜洗浄を実施。吸着塔差圧上昇
時、適宜逆洗を実施。
本格運転に向けた実施計画変更申請済
（H26.12.25）

平成26年12月22日 実施計画認可
(原規規発第1412221号)

穿孔作業
１～４号機：穿孔実施中
１、４号機：ポンプ据付完了

平成26年9月3日付 一部使用承認
(原規規発第1409033号)
平成26年10月17日付 一部使用承認
(原規規発第1410172号)
平成26年10月24日付 一部使用承認
(原規規発第1410245号)

現
場
作
業

現場
作業

現
場
作
業

【モバイル型Sr除去装置】
（実　績・予　定）
　・モバイル型Sr除去装置　A系列　運転
　・モバイル型Sr除去装置　B系列　設置工事
　・第二モバイル型Sr除去装置　設置工事

（実  績）
・現地調査（配管ルート及び干渉物調査）、干渉物撤去、穿孔作業、
（予  定）
・干渉物撤去、穿孔作業、ポンプ他機器・配管据付、制御盤取付，制御ｹｰﾌﾞﾙ入線／端
末処理
　水位計取付、ｹｰﾌﾞﾙ敷設

現
場
作
業

準備が整った箇所から凍結管設置工事を開始予定。
ブライン配管・機器類設置（H26.9/15～）

現
場
作
業

（実  績）
・陸側遮水壁　概念設計（平面位置・深度等）
・現地調査・測量
・準備工事（ガレキ等支障物撤去、地質・水位・水質調査、試掘・配管基礎設置）

（予  定）
・陸側遮水壁　詳細設計（水位管理計画・施工計画等）
・準備工事（ガレキ等支障物撤去、水位・水質調査、試掘・配管基礎設置）
・本体工事（凍結管設置、冷凍機設置）

検討
設計

現場
作業

検討
設計

詳細設計（水位管理計画・施工計画等）

ガレキ等支障物撤去

試掘・配管基礎設置

凍結管設置

ブライン配管・機器類設置

詳細設計（水位管理計画・施工計画等）

A系処理運転

B系処理運転

C系処理運転

B系処理運転

C系処理運転

A系処理運転

検証試験装置 通水試験

処理運転

（建築工事）建築設備、構内整備工事

処理運転

冷凍機完成検査

１～４号サブドレン他移送設備 設置工事

堰カバー設置（対象：G3、J1）

堰カバー設置（対象：G4北）

堰カバー設置（対象：G5）

堰カバー設置（対象：G6南）

モバイル型Sr除去装置（A）

処理運転
製作・据付・試運転

モバイル型Sr除去装置（Ｂ）

第二モバイル型Sr除去装置

詳細設計（施工計画等）

穿孔作業、機器・配管据付、制御盤取付 制御ｹｰﾌﾞﾙ他入線、水位計取付

検査受検

山側先行凍結開始
工程調整

使用前検査確認内容について調整中
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滞留水処理

2015/3/26現在

22 1 8 15 22 29 5 12 下 上 中 下 前 後

４月３月 6月2月作業内容

滞留水処理　スケジュール

これまで一ヶ月の動きと今後一ヶ月の予定 備　考5月
分
野
名

括
　
り

【H27.3.23時点進捗】
○ ２号閉塞充填
　・２号機H26.11.25～12.18（充填完了）
       累計打設量　2,510m3
   ・２号機充填確認揚水試験　H26.12.24
H27.1.20
   ・２号立坑充填開始　2/24～
○ ３号閉塞充填
　・３号機充填 2/5開始
　 （累計打設量　2,320m3　3/23現在）
○ ４号閉塞充填
　・４号トレンチ開口部Ⅲ充填　2/14開始
   （累計打設量  460m3　3/23現在)
     開口部Ⅰ～Ⅲ部分充填3/21完了

【平成27年3月26日時点進捗】
・使用前検査終了（1/63基）

平成26年12月26日付 一部使用承認（12基）
(原規規発第1412261号)
【平成27年3月26日時点進捗】
・使用前検査終了（10/12基）

【平成27年3月26日時点進捗】
・使用前検査終了（10/10基）

平成26年12月26日付 一部使用承認（28基）
(原規規発第1412263号)
【平成27年3月26日時点進捗】
・使用前検査終了（16/28基）

・H4エリア汚染土壌撤去  平成26年9月以降予定

検討
設計

現
場
作
業

現
場
作
業

検討
設計

処理水受タンク増設

地下貯水槽からの漏
えい対策

Ｈ４エリア№５タン
クからの漏えい対策

主トレンチ（海水配
管トレンチ）他の汚
染水処理

（実　績）
　・漏洩範囲拡散防止対策（No.1、2、3地下貯水槽）
　・地下貯水槽漏洩に伴う汚染土回収（No.1地下貯水槽）
（予　定）
　・漏洩範囲拡散防止対策（No.1、2、3地下貯水槽）
　・地下貯水槽漏洩に伴う汚染土回収（No.1地下貯水槽）

（実　績）
　・主トレンチ（海水配管トレンチ）立坑部充填検討・充填（2号）
　・主トレンチ（海水配管トレンチ）トレンチ本体充填検討・充填（３,4号）
　・地下水移送（１－２号取水口間）
（予　定）
　・主トレンチ（海水配管トレンチ）立坑部充填検討・充填（2号）
　・主トレンチ（海水配管トレンチ）トレンチ本体充填検討・充填（3,4号）
　・地下水移送（１－２号取水口間）
　・地下水移送（３－４号取水口間）
　・地下水移送（２－３号取水口間）

Eエリアのフランジタンクの追加点検検討中
検討
設計

現
場
作
業

現
場
作
業

平成26年6月16日～汚染土回収作業着手。平成27
年2月末完了予定であったが、汚染土の分布範囲を踏
まえ、実施期間を５月まで延長する予定。

（実　績）
　・タンク漏えい原因究明対策・拡大防止対策の検討
　・汚染の拡散状況把握・海域への影響評価
　・ウェルポイントからの地下水回収
（予　定）
　・タンク漏えい原因究明対策・拡大防止対策の検討
　・ウェルポイントからの地下水回収
　・汚染の拡散状況把握・海域への影響評価

平成26年12月9日付 一部使用承認（38基）
(原規規発第1412091号)
【平成27年3月26日時点進捗】
・使用前検査終了（25/38基）

（実　績）
　・追加設置検討（Jエリア造成・排水路検討、タンク配置）
　・敷地南側エリア（Ｊエリア）準備工事
　・Ｊ２、Ｊ３エリアタンク設置工事（溶接型タンク）
　・Ｊ４エリアタンク設置工事（溶接型タンク）
　・Ｊ５エリアタンク設置工事（溶接型タンク）
　・Ｊ６エリアタンク設置工事（溶接型タンク）
　・Ｈ１エリアタンクリプレース準備工事（残水処理、タンク撤去、基礎工事）
　・Ｈ１エリアタンク設置工事（溶接型タンク）
　・Ｈ２ブルーエリアタンクリプレース準備工事（水移送、残水処理）
　・Ｈ２フランジタンクリプレース準備工事（残水処理）
　・Ｈ４フランジタンクリプレース準備工事（残水処理）
　・Ｋ１北エリアタンク設置工事（溶接型タンク）
　・Ｋ１南エリアタンク設置工事（溶接型タンク）
　・Ｋ２エリアタンク設置工事（溶接型タンク）

（予　定）
　・追加設置検討（Jエリア造成・排水路検討、タンク配置）
　・敷地南側エリア（Ｊエリア）準備工事
  ・Ｊ２、Ｊ３エリアタンク設置工事（溶接型タンク）
　・Ｊ４エリアタンク設置工事（溶接型タンク）
　・Ｊ６エリアタンク設置工事（溶接型タンク）
　・Ｈ１エリアタンクリプレース準備工事（残水処理、タンク撤去、基礎工事）
　・Ｈ１エリアタンク設置工事（溶接型タンク）
　・Ｈ２ブルーエリアタンクリプレース準備工事（水移送、残水処理、タンク撤去、
基礎工事）
　・Ｈ２フランジタンクリプレース準備工事（残水処理、タンク解体）
　・Ｈ４フランジタンクリプレース準備工事（残水処理）
　・Ｋ１北エリアタンク設置工事（溶接型タンク）
　・Ｋ１南エリアタンク設置工事（溶接型タンク）
　・Ｋ２エリアタンク設置工事（溶接型タンク）

検討
設計

平成26年9月5日付 一部使用承認（42基）
(原規規発第1409054号)
【平成27年3月26日時点進捗】
・使用前検査終了（36／42基）

平成26年10月10日付 一部使用承認（32基）
(原規規発第1410101号)
【平成27年3月26日時点進捗】
・使用前検査終了（24／32基）

タンク漏えい原因究明対策、拡大防止対策

ウェルポイントからの地下水回収

モニタリング、拡散状況把握、海域への影響評価

モニタリング、漏洩範囲拡散防止対策

汚染土回収

タンク追加設置検討

地下水移送（１－２号機取水口間，２－３号機取水口間）

主トレンチ（海水配管トレンチ2･3号機）凍結プラント設置

2号機凍結運転

３号トレンチ本体・立坑部充填

４号トレンチ本体充填

２号立坑部充填

４号閉塞追加調査、開口部Ⅱ・Ⅲ・放水路上部充填準備工

２号立坑部充填準備工

４号立坑部充填

工程調整中

J2,J3エリアタンク設置（153,600t）

J４エリアタンク設置（92,800t）

J６エリアタンク設置（45,600t）

H２エリアタンク設置
H2ブルータンクリプレース準備（水移送、残水処理、タンク撤去、基礎工事）

H2フランジタンクリプレース準備（残水処理,、タンク解体）

H1エリアタンク設置

Ｈ１エリアタンク設置（リプレース76,860t）
水切り、構内輸送、据付

K1北エリアタンク設置（14,400t）
水切り、構内輸送、据付

K２エリアタンク設置（28,000t）
水切り、構内輸送、据付

K1南エリアタンク設置（12,350t）
水切り、構内輸送、据付

H4フランジタンクリプレース準備（残水処理,）

使用前検査実績＆予定の追加

▼2,900t▼2,900t

▼6,000t

▼4,000t

▼4,800t▼2,400t

▼2,900t

▼4,800t

▼5,800t

▼4,800t

▼4,000t

（▽2,900t）

（▽4,000t）

（▽2,400t）

▼1,220t

▼1,235t

▼11,115t

（▽34,160t）
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２-１．タンク工程（新設分）

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月以降

2月23日進捗･
見込 14.4 24.0 12.0 14.4 9.6 9.6 21.6 21.6 21.6 4.8

基数 6 10 5 6 4 4 9 9 9 2

3月進捗見込 14.4 24.0 12.0 14.4 9.6 9.6 26.4 16.8 21.6 4.8

基数 6 10 5 6 4 4 11 7 9 2 46基／64基
2月23日進捗･
見込

11.6 17.4 17.4 11.6 11.6 17.4 0.0 6.2
完成型

基数 4 6 6 4 4 6 5 0基／5基
3月進捗見込 11.6 17.4 17.4 11.6 11.6 17.4 0.0 6.2 現地溶接型

基数 4 6 6 4 4 6 5 30基／30基
2月23日進捗･
見込 15.6 3.6 0.0 13.2 13.2

基数 13 3 0 11 11

3月進捗見込 15.6 3.6 0.0 10.8 15.6

基数 13 3 0 9 13 25基／38基
2月23日進捗･
見込 4.8 20.4 13.2 12.0

基数 4 17 11 10

3月16日見直
3.6 7.2 19.2 10.8 9.6

基数 3 6 16 9 8 0基／42基
2月23日進捗･
見込 12.0 2.4

基数 10 2

3月進捗見込
12.0 2.4

基数 10 2 10基／12基
2月23日進捗･
見込 12.4

基数 10

3月進捗見込
12.4

基数 10 10基／10基
2月23日進捗･
見込 16.0 12.0

基数 16 12

3月進捗見込
14.0 14.0

基数 14 14 28基／28基

J6エリア
現地溶接型

J7
現地溶接型

K1北エリア
現地溶接型

K1南エリア
完成型

平成26年度 平成27年度 H27.3の見込
／計画基数

新
設
タ
ン
ク

K2エリア
完成型

J2/3
現地溶接型

J4
現地溶接

太数字：タンク容量（単位：千m3）

地盤改良・基礎設置

伐採・地盤改良・基礎設置

タンク

タンク

地盤改良・基礎設 タンク

地盤改良・基礎設 タンク
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２-２．タンク工程（リプレース分）

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月以降

2月23日進捗･
見込 28.8 17.5 16.3 11.3 5.0 0.0 10.0 10.0

基数 23 14 13 9 4 8 8

3月進捗見込
0.0 46.3 16.3 11.3 5.0 0.0 10.0 10.0

基数 0 37 13 9 4 8 8 37基／79基
2月23日見直

既設除却 ▲ 12
3月16日見直

既設除却 ▲ 12
2月23日見直

9.6 9.6 9.6 9.6 9.6 9.6 9.6 9.6

基数 4 4 4 4 4 4 4 4

既設除却 ▲ 10
3月16日見直

9.6 9.6 9.6 9.6 9.6 9.6 19.2

基数 4 4 4 4 4 4 8

既設除却 ▲ 10
2月23日見直

既設除却 ▲ 28
3月16日見直

既設除却 ▲ 28
2月23日見直

20.0 20.0 20.0

基数 20 20 20

既設除却 ▲ 22 ▲ 26
3月16日見直

20.0 20.0 20.0

基数 20 20 20

既設除却 ▲ 22 ▲ 26

H2ブルータンクエリア
現地溶接型

H4エリア
完成型

H1東フランジタンクエ
リア
完成型

平成26年度 平成27年度 H27.3の見込
／計画基数

H1ブルータンクエリア
完成型

H2フランジタンクエリ
ア
現地溶接型

リ
プ
レ
ー

ス
タ
ン
ク

タンク撤去・地盤改良・基礎設
置 タンク

地盤改良・基礎設置残水・撤去

残水・撤去

地盤改良・基礎設置

タンク

地盤改良・基礎設置

タンク残水・撤去

地盤改良・基礎設置残水・撤去

H1、H2プルータンクエリアのタンク開発量
は、フランジタンクエリアに開発予定の開
発量も含む
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タンク設置に係る現状分析及び対策（３月２６日現在）

エリア 現状分析 対策・水平展開

Ｊ2/3 ・災害防止対策として、同一エリアの同時作業を禁止した。そのため、タ
ンク工事作業時間が当初想定より短縮となっているため、生産減が発生

・3/26 使用前検査済み（累計36基）（使用承認済み）

他工事との時間割を見直し、タンク組立時間を延長して2月以
降は月産９基を目指す

J4 ・3/26 使用前検査済み（累計24基）（使用承認済み）

J5 ・J5エリアタンク設置完了（全35基）

Ｄ ・Dエリアタンク設置完了（全41基） －

J6 ・3/26 使用前検査済み（累計25基）（使用承認済み） －

K1北 ・3/26 使用前検査済み（累計10基）（使用承認済み） －

K1南 ・3/26 使用前検査済み（全1０基）（使用承認済み） －

K2 ・3/26 使用前検査済み（累計20基）（使用承認済み） －

H1 ・3/26 使用前検査済み（累計1基）（使用承認済み） －
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15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日 1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日 8日 9日 10日 11日

１BLK　（凍結：75／75本）
　　　  　（測温：16／16本）
　　　　　（建込：75／75本）

２BLK　（凍結：19／19本）
　　　  　（測温：5／5本）
　　　　　（建込：19／19本）

３BLK　（凍結：199／199本）
　　　　　（測温：43／43本）
　　　　　（建込：199／199本）

４BLK　（凍結：33(7)／33(7)本）
　　　　　（測温：7／7本）
　　　　　（建込：33(0)／33(7)本）

５BLK　（凍結：217(22)／218(23)本）
　　　　　（測温：45(1)／47(3)本）
　　　　　（建込：217(0)／218(23)本）

６BLK　（凍結：186(12)／193(19)本）
　　　  　（測温：42／42本）
　　　　　（建込：162(0)／193(19)本）

７BLK　（凍結：122(11)／125(14)本）
　　　　　（測温：28(0)／29(1)本）
　　　　　（建込：100(0)／125(14)本）

８BLK　（凍結：102／102本）
　　　　　（測温：22／22本）
　　　　　（建込：102／102本）

９BLK　（凍結：71(6)／72(7)本）
　　　　　（測温：16(0)／17(1)本）
　　　　　（建込：41(0)／72(7)本）

１０BLK（凍結：38(0)／75(10)本）
　　　　  （測温：10／15本）
　　　　  （建込：4(0)／75(10)本）

１１BLK（凍結：0(0)／225(40)本）
　　　　  （測温：0(0)／45(2)本）
　　　　  （建込：0(0)／225(40)本）

１２BLK（凍結：0(0)／159(29)本）
　　　　  （測温：0(0)／32(2)本）
　　　　  （建込：0(0)／159(29)本）

１３BLK（凍結：0(0)／56(9)本）
　　　　  （測温：0(0)／13(1)本）
　　　　  （建込：0(0)／56(9)本）

陸側遮水壁　４週間工程表　（平成２７年３月１５日～平成２７年４月１１日）

今週
施工ブロック

（削孔完了本数
※
／全削孔本数

※
）

 ※（）内数字は貫通本数再掲
先週 来週 再来週

2015年3月 2015年4月

凡例 準備工：

削孔工：
建込工：
配管工：

スタンドパイプ削孔、凍結管・測温管削孔

凍結管建込、貫通施工

ブライン充填工

凍結管建込、ブライン配管工 貫通施工、ブライン配管工

スタンドパイプ削孔、凍結管・測温管削孔

トレンチ底盤構築、トレンチ設置

プラント設置

スタンドパイプ削孔、凍結管・測温管削孔

凍結管・測温管削孔、凍結管建込、配管工

貫通施工

トレンチ底盤構築

貫通施工、ブライン配管工

トレンチ底盤構築

測温管削孔、ブライン配管工

スタンドパイプ削孔、凍結管・測温管削孔 スタンドパイプ削孔、凍結管・測温管削孔 スタンドパイプ削孔、凍結管・測温管削孔

プラント設置

ブライン配管工、ブライン充填工 ブライン充填工

配管架台設置 ブライン配管工、ブライン充填工 ブライン充填工

貫通施工、ブライン配管工

凍結管建込、配管架台設置 凍結管建込

削孔架台設置、プラント設置 削孔架台設置、プラント設置

ブライン配管工

測温管削孔、ブライン配管工

凍結管建込、配管工 貫通施工、ブライン配管工、充填工

凍結管建込、配管架台設置

配管架台設置、ブライン配管工

ブライン充填工

ブライン配管工

測温管削孔、ブライン配管工

凍結管建込、ブライン配管工

凍結管建込、配管架台設置

スタンドパイプ削孔、３号海水配管探査

２号逆先鞭ピット架台設置

ブライン配管工（仕上げ）

凍結管建込、配管工

凍結管建込、貫通施工

スタンドパイプ削孔、３号海水配管探査

ブライン充填工

マシン撤去、足場解体



陸側遮水壁 凍結管・測温管削孔ならびに凍結管建込実績
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【山側:一般部】完了本数／全本数
・凍結管削孔累計 ： １，０２４／１，０３６本（99%）
・測温管削孔累計 ： ２２４／２２８本
・凍結管建込累計 ： ９４８／１，０３６本

（３/２４現在）

注）全削孔本数は現場状況(試掘結果等)により変更の可能性あり
凍結管建込実績は外管のみ、内管はヘッダーパイプ設置前に建込

【山側:貫通部】完了本数／全本数
・凍結管削孔累計 ： ５８／７０本（83%）
・測温管削孔累計 ： １／５本
・凍結管建込累計 ： ０／７０本

（３/２４現在）

【全体:一般部】完了本数／全本数
・凍結管削孔累計 ： １，０６２／１，５５１本（68%）

・測温管削孔累計 ： ２３４／３３３本
・凍結管建込累計 ： ９５２／１，５５１本

（３/２４現在）

【全体:貫通部】完了本数／全本数

・凍結管削孔累計 ： ５８／１５８本（37%）
・測温管削孔累計 ： １／１０本

・凍結管建込累計 ： ０／１５８本
（３/２４現在）



Ｈ４タンクエリア内周堰からの堰内雨水漏えい
及び外周堰の雨水水位低下について

２０１５年３月２６日

東京電力株式会社
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時系列

3月5日 構内側溝排水放射線モニター警報発生の原因調査の一環で
H4外周堰内ピットの溜まり水を分析したところ、汚染して
いること（全β 1,900Bq/L）が判明
※この時点で、外周堰の排水弁を「閉止」とした

3月6日 外周堰溜まり水の汚染の原因調査の中で、H4東エリア内周
堰の配管貫通部から溜まり水がにじんでいることを確認

P.2～P.10

3月10日 降雨により、3月9日時点で約15cmであった外周堰内水位が
3月10日6時24分時点で約10cmに低下していることを確認

外周堰内溜まり水の汚染を確認したところ、

最大で全β 8,300Bq/Lであることを確認
（原因は、3月5日も共通と考えられる）

P.11～P.16

P.17～P.23



2

１．Ｈ４タンクエリア内周堰からの堰内雨水漏えい

の原因と対策について
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 概要
 3月6日午前9時頃、H4東エリア内周堰（北西部）の配管貫通部から堰内の溜まり水
がにじんでいることを当社社員が確認。

 にじみ箇所の調査のため、配管保温材を取り外したところ、配管貫通部からの

にじみが鉛筆芯１本程度の量に増加。

 パワープロベスターによる内周堰内水を回収するとともに、コーキング剤による

止水処置を実施し、10時18分頃、漏えいが停止したことを確認。

１-１．発生事象（１／２）
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 漏えい状況
 漏えい量 ：最大約25Ｌ

 漏えい水 ：H4東内周堰内に溜まった雨水

 漏えい範囲：隣接する溜め升（内空約50cm×内空約50cm×水深約10cm）まで

※ 漏えい水は上記エリアに留まっており、海洋への流出はない

（更に漏えい発生時には外周堰止水弁も閉としていた）

 漏えい水の分析結果（平成27年3月5日 採取・分析）

１-１．発生事象（２／２）

Ｈ４東内堰内に溜まった雨水

全ベータ[Bq/L] 1,600

セシウム134[Bq/L] ND(5.4)

セシウム137[Bq/L] ND(8.7)
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Ｈ４東エリア

Ｈ４エリア

Ｂ排水路

過去の漏えいタンク

Ｃ排水路

3/6 漏えいがあった
配管貫通部

溜め升

H4外周堰内ピット・
止水弁

＜イメージ＞

＜漏えい箇所写真＞

【参考】現場状況

Ｈ４北エリア
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【参考】配管貫通部
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 原因
 H4堰内を貫通している配管は、下部半面に鉄板が巻き付いた構造となって
いたため、配管と鉄板の間に堰内水がしみこみ、その隙間を通って漏えい
が発生したと考えられる。

 堰内水が隙間を通って漏えいにまで至った原因としては、3月5日に実施し
たH6堰内雨水のH4東堰内への移送業務において、移送完了後の停止確認が
不十分であったため、サイフォン効果によりH6堰内雨水の移送が継続され
てしまい、H4東堰内の水位が通常運用値を超える27cmまで上昇したためと
考えられる。

※ なお、H4東の汚染水タンク水位について確認を行い、水位の異常等がないこと
を確認している。

１-２．原因と対策（１／２）
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 対策
 堰内雨水の移送設備に弁を設置し、移送業務の終了にあたっては、サイフォ
ン効果により移送が継続されていないことを確認する。(3/11 弁 設置済）

 配管下部に鉄板が巻き付けた構造の配管が堰を通過する構造が確認された場
合は、鉄板の貫通部両端を切断し、止水を再施工する。（現時点で類似箇所は確
認されていない。継続して調査を実施中）

１-２．原因と対策（２／２）
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堰内水位
堰内面積 堰内雨水増減

3/5 17時頃 3/6 9時頃

H4東堰 約17cm 約27cm 約1,000m2 ＋100m3

H6堰 約16cm 約9cm 約2,000m2 ▲140m3

H6堰内移送ポンプ H4東堰内移送ホース筒先

【参考】H4東の堰内水位上昇について
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保温材
コンクリート堰

　　配管
　　　目地シール

　　　鉄板
保温材
　　配管
　　　鉄板

外周堰内面

１５０ 堰内内面200

【参考】堰内貫通部の処理状況について

※ 鉄板は、昔汚染水移送をホースで実施していた頃、草（チガヤ）によるホース損傷・漏え
い対策として施工していたもの。ＰＥ管化により不要となったが、名残で鉄板を設置している
ところがあった。

※
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２．Ｈ４タンクエリア外周堰の雨水水位低下

の原因と対策について



12

 平成27年3月9日22時30分頃、Ｈ４エリア外周堰内水位が降雨により約15cmと

なっていることを確認。

 現場にて水位を確認したところ、3月10日6時24分頃、水位が約10cmに低下して

いることを確認。

 周辺の状況を確認した結果、Ｈ４東エリアおよびＨ４北エリアの東側外周堰か

ら水が流出していること、また、内周堰と外周堰の間に設置されている側溝と

基礎部の継ぎ目から気泡が出ていることを確認。

 3月10日10時25分頃から外周堰内の溜まり水を水中ポンプや吸引車にてＨ４北内

周堰内に移送を開始し、14時52分頃に溜まり水がなくなったことから水移送を

終了。水の流出および気泡の発生が止まったことを確認

１．概要（１）
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 漏えい状況

・漏えい量：約747ｍ３

※降雨量および当該外堰に流入した雨水の総量（約915ｍ３ ）から
内周堰内への移送量（約168ｍ３ ）を引いて、約747ｍ３と推定。

・漏えい水：Ｈ４外周堰内の溜まり水

※外周堰から流出した水は、周辺の排水溝への流れ込みが確認され
ていないことおよび構内側溝排水放射線モニタの指示値に有意な
変動がないことから、当該外周堰付近の地面に浸透したものの、
海への流出はないと判断。

 溜まり水の汚染状況

・Ｈ４外周堰内溜まり水の分析結果（平成27年３月10日採取・分析）

採水場所(採水時間) ①(9:10) ②(9:15) ③(9:20) ④(9:25) ⑤(9:30)

全ベータ[Bq/L] 1,900 1,500 8,300 150 370

セシウム134[Bq/L] ND(11) ND(10) ND(12) ND(10) ND(11)

セシウム137[Bq/L] 18 ND(17) ND(16) ND(16) ND(17)

※採水場所の数字は【次頁 １．概要（参考：現場状況）】を参照。なお、表のNDは検出限界値未満を意味する。

１．概要（２）
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（C）GeoEye/日本スペースイメージング
福島第一原子力発電所（2013年3月12日現在）

Ｈ４東

（イメージ）

外周堰内ピッ
ト・止水弁

Ｂ排水路

Ｃ排水路

3/6 漏えいがあった
配管貫通部

Ｈ４北

Ｈ４

過去の漏えいタンク

不使用

外堰

①

②

③

④

⑤

Ｎ

１．概要（参考：現場状況）

：水の流出

：気泡発生

＜3/10確認＞

①～⑤：採水箇所

：高線量箇所

＜3/11測定＞

：最大値が検出された箇所
（β線による70μm線量当量率：35mSv/h）
（γ線による1cm線量当量率：0.12mSv/h）
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Ｈ４北の東側の土堰堤からの漏えい箇所では、土
堰堤の被覆材の一部剥がれが認められた。

Ｈ４の南側の側溝脇等においては、側溝と周辺の
モルタルとの間等に隙間が生じており、その隙間
から地中に浸透していると想定される。

なお、側溝脇等からの気泡発生については、隙間
からタンク基礎下の砕石等に溜まっている空気が
出てきたものと推察される。

側溝脇の隙間

明瞭な隙間はみられないが
気泡の発生が確認された

被覆材の剥がれ

Ｈ４北東側土堰堤

Ｈ４南側側溝

２．外周堰内水位低下の原因

基礎砕石内の空気

気泡発生

被覆材

気泡発生の想定原因
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隙間充填（3/14～3/17）

再被覆（3/14）

再被覆
（3/16）

隙間充填（3/15）

 被覆の剥がれ、側溝隙間等の雨水の漏えい･浸透の原因となりうる箇所を調査し、補修予定。

なお、3/10に確認された不具合箇所の補修は実施済み（3/14～3/17）。

 今回の事象を受けて、Ｈ４以外のエリアについても点検・補修を実施予定。

３．外周堰水位低下への対策
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内周堰から外周堰への漏えいの可能性について

Ｈ４エリアの汚染水タンクの水位に有意な変動がないこと、内周堰内水位にも有
意な変動がないこと、内周堰内の汚染レベル（全β1,000Bq/L以下）が外堰内
（最大全β8,300Bq/L）より低いことから、外堰内の汚染はタンクおよび内堰内
雨水の影響が直接的な原因ではないと判断。

内周堰内の水の分析結果（平成27年3月10日 採取・分析）

採水エリア(採水時間) Ｈ４北(17:10) Ｈ４東(17:10) Ｈ４(17:10)

全ベータ[Bq/L] 960 440 85

セシウム134[Bq/L] ND(10) ND(9.9) ND(11)

セシウム137[Bq/L] ND(17) ND(16) ND(17)

採水エリア(採水時間) Ｈ４北(10:15) Ｈ４東(10:20) Ｈ４(10:10)

全ベータ[Bq/L] 730 450 400

セシウム134[Bq/L] ND(11) ND(11) ND(12)

セシウム137[Bq/L] ND(17) ND(17) ND(17)

４．外周堰内のβ核種による汚染の原因（１）

※表のNDは検出限界値未満を意味する。
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Ａルート

Ｂルート

高線量土壌

地下水位

50cm以上

地表面から浸透した雨水が、被覆材の背面

を流れ、側溝等の被覆材の端部から流入

箇所③の全β放射能（8,300Bq/L）が高い理由

Ｈ４エリア外周堰の西側高台において、高線量の土壌が２箇所に分布することを確認。当該箇所は、
平成24年３月に濃縮水移送配管からの漏えいが発生した箇所である。

降雨時に汚染土壌に接した雨水が、以下のルートで堰内に流入して堰内水の汚染を発生した可能性が
高い。なお、3月5日にＨ４外周堰内ピットで1,900Bq/Lが確認された原因も、前日の降雨の関係から
同様と考えられる。

Ａ．地表面から浸透した雨水が、外周堰内の被覆材の背面に流れ、側溝等の被覆端部から堰内に流入

Ｂ．外周堰の端部の小段を乗り越えて、堰内に流入

また、箇所①（1,900Bq/L）および箇所②（1,500Bq/L）も、それぞれ平成25年８月のＨ４タンク漏え
い、平成24年３月の濃縮水移送配管漏えい時の汚染箇所である。

外堰の端部の小段を乗り越えて

堰内に流入

被覆材

側溝

被覆材の下に水が浸入して浮き上がり

４．外周堰内のβ核種による汚染の原因（２）

地下水位は地表面から50cm～３ｍ程度下にあるため

地下水が地表面に流出することは考えられない
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①

②

N

③

①

②

③

3/10 β線による70μm線量当量率
4～11mSv/h (at 5cm)

3/11 β線による70μm線量当量率
最大 35mSv/h

側溝脇から被覆材

背面の雨水が流出

している可能性

高線量箇所

参考：高線量箇所他の状況写真
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①

回収量 約400m3

回収後表面線量

γ線による1cm線量当量率 ：0.01～0.035mSv/h

β線による70μm線量当量率：1mSv/h以下

汚染土壌回収範囲

当時排水路は開渠であり、排水路への影響を踏まえ、
近傍の土壌を十分に回収できていなかった可能性

②

参考：濃縮塩水移送配管からの漏えい（平成24年3月発生）

①

②
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 Ｈ４エリアについては、外周堰内の汚染防止に向けて、以下の対策を実施。

１）汚染した土壌は、現場状況を踏まえて可能なかぎり回収するが、外周堰外の

南西部は支障物等のために回収が難しく、タンクリプレース時に実施。

２）南西部の汚染土壌の箇所については、雨水が溜まらないように、カバー等の

対策を実施。

３）外周堰西側高台からの雨水浸透防止のため、高台全体のフェーシングを実施。

４）外周堰内の再汚染防止対策として外周堰内の被覆を再度実施。

Ｈ４については、上記対策が完了後に水質分析を実施し、Ｂ・Ｃ排水路を流れる

水と比較して同程度であることを確認の上、「外周堰の開運用」を再開。

 過去にタンクからの漏えいがあったＢ南、Ｈ６については、暫定的に弁を「閉」

にしており、排水ピット付近にて採水して分析を実施。分析の結果、水の汚染が、

Ｂ・Ｃ排水路を流れる水と比較して有意な差異が認められない場合は「外周堰を

開」とする。

５．外周堰内のβ核種による汚染への対策（１）
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汚染土壌を除去する方向

 汚染した土壌については、現場状況を踏まえて可能

な限り回収するが、外周堰外の南西部はケーブル、

配管の支障物等のために回収が難しく、全体的には

タンクリプレース時に実施。

 南西部の高線量箇所は、周辺より低いため、雨水が

溜まらないようにカバー等を設置。

地表面付近の人力回収（すきとり）

フェーシングを行い、カバーを設置

５．外周堰内のβ核種による汚染への対策（２）
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フェーシング

β核種で汚染された土壌を回収した後に、
Ｈ４西側を低汚染エリアを含めて全体的に
フェーシングすることにより、汚染した雨
水の浸透を抑制するとともに、汚染拡大を
防止する。

５．外周堰内のβ核種による汚染への対策（３）



滞留水移送装置
仮設ポンプの設置が必要な箇所の調査について

平成27年3月26日

東京電力株式会社
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 地下水流入抑制対策による地下水位低下に伴い、建屋滞留水水位を低下させる必要があり、原

子炉建屋等に滞留水移送ポンプを新規設置中である。

 この滞留水移送ポンプの設置にあわせ、建屋滞留水水位管理の信頼性向上の観点から、これま

で水位計が設置されていないエリアにも水位計を設置している。

 この際、1～４号機の原子炉建屋側で７エリア、タービン建屋側で７エリアの計１４箇所につい

て、水位計の設置工事にあわせて水位の状況を確認した。

 １４箇所全数の調査が完了し、そのうち１０箇所について水位があることを新たに確認した。

（他４箇所は水位があることを確認、公表済み（H24.5～7）であるが、新規設備の設置に合わせ

て改めて調査を実施した）

 また、調査結果を踏まえた連通性の評価を実施した。評価結果は、連通性を確認したエリアが

６箇所、連通性が無いと評価したエリアが８箇所であった。

 連通性が無いと評価したエリアは、今後設置する滞留水移送ポンプでの移送が困難であること

から、仮設ポンプによる排水を計画する（3月中の移送開始を目標に準備中。ただし、実施計画

変更の手続きが必要な場合は認可後となる） 。

建屋滞留水水位制御のための建屋内調査について
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扉開のため2号Rw/Bと区画無し

×2

×2

×2

×2
土壌と面した外壁に貫通部が存在しな
いため、水位計設置不要

土壌と面した外壁に貫通部が存在しな
いため、水位計設置不要

土壌と面した外壁がないため

水位計設置不要

土壌に面していないため水位計

設置不要

・・・区画の境界線

・・・建屋内排水系や貫通部等を介して連通しているエリアの

境界線

・・・土壌と面した外壁に存在する貫通部

・・・ポンプ設置箇所と区画され、連通性が不明な箇所であり、

かつ土壌と面した外壁に貫通部がある箇所

・・・ポンプ設置箇所と建屋内排水系等を介して連通しており、

かつ土壌と面した外壁に貫通部がある箇所

・・・水位計設置箇所

・・・ポンプ設置箇所

水位計を設置し、局所的な
水の滞留を監視する。

滞留が確認された場合は水
中ポンプにより排水を行う。

建屋の区画とポンプ・水位計設置箇所（１号機）

１

２

出典：第３１回特定原子力施設監視・評価検討会資料に加筆
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建屋の区画とポンプ・水位計設置箇所（２号機）

×2

×2

×2

×2

×2

×2

土壌と面した外壁に貫通部が存在しな
いため、水位計設置不要

・・・区画の境界線

・・・建屋内排水系や貫通部等を介して連通しているエリアの

境界線

・・・土壌と面した外壁に存在する貫通部

・・・ポンプ設置箇所と区画され、連通性が不明な箇所であり、

かつ土壌と面した外壁に貫通部がある箇所

・・・ポンプ設置箇所と建屋内排水系等を介して連通しており、

かつ土壌と面した外壁に貫通部がある箇所

・・・水位計設置箇所

・・・ポンプ設置箇所

水位計を設置し、局所
的な水の滞留を監視す
る。

滞留が確認された場合
は水中ポンプにより排
水を行う。

土壌と面していないため、

水位計設置不要
扉開のため１号Rw/Bと区画無し

A2
A1

１

出典：第３１回特定原子力施設監視・評価検討会資料に加筆

A３
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×2

×2×2

×2

×2

×2

土壌と面した外壁に貫通部が存在しな
いため、水位計設置不要

土壌と面した外壁がないため

水位計設置不要

・・・区画の境界線

・・・建屋内排水系や貫通部等を介して連通しているエリアの

境界線

・・・土壌と面した外壁に存在する貫通部

・・・ポンプ設置箇所と区画され、連通性が不明な箇所であり、

かつ土壌と面した外壁に貫通部がある箇所

・・・ポンプ設置箇所と建屋内排水系等を介して連通しており、

かつ土壌と面した外壁に貫通部がある箇所

・・・水位計設置箇所

・・・ポンプ設置箇所

水位計を設置し、局所的な
水の滞留を監視する。

滞留が確認された場合は水
中ポンプにより排水を行う。

建屋の区画とポンプ・水位計設置箇所（３号機）

土壌と面した外壁がないため

水位計設置不要

土壌と面した外壁がないため

水位計設置不要

A４

A５

３ ４

５

出典：第３１回特定原子力施設監視・評価検討会資料に加筆

Ａ６



5

×2

×2

×2

×2

×2

・・・区画の境界線

・・・建屋内排水系や貫通部等を介して連通しているエリアの

境界線

・・・土壌と面した外壁に存在する貫通部

・・・ポンプ設置箇所と区画され、連通性が不明な箇所であり、

かつ土壌と面した外壁に貫通部がある箇所

・・・ポンプ設置箇所と建屋内排水系等を介して連通しており、

かつ土壌と面した外壁に貫通部がある箇所

・・・水位計設置箇所

・・・ポンプ設置箇所

水位計を設置し、局所的な
水の滞留を監視する。

滞留が確認された場合は水
中ポンプにより排水を行う。

土壌と面した外壁に貫通部が存在しな
いため、水位計設置不要

建屋の区画とポンプ・水位計設置箇所（４号機）

土壌と面した外壁に貫通部が存在しないため、水位計設置不要

土壌と面した外壁がないため

水位計設置不要

×2

A７

６

７

出典：第３１回特定原子力施設監視・評価検討会資料に加筆



水位の確認状況

ＮＯ 調査エリア エリア水位

[OP]

隣接建屋内水位

[OP]

近傍サブドレン水位 備考

[OP] NO.

１ １号H/B室 4900 2934 5386 N1 新規

２ １号D/G(B)室 4650 2559 4945 １ 新規

３ ３号D/G（B）室 2660 2670 5144 ３４ 新規

４ ３号D/G（A）室 2750 2750 5603 ３３ 新規

５ ３号ケーブル処理室 2770 2772 4644 ３１ 新規

６ ４号D/G（A）室（北側） 2850 2790 4393 ５９ 新規

７ ４号D/G（Ａ）室 2540 2651 7686 ５８ 新規

A1 ２号機増設FSTR廃棄物貯蔵タンクエリア 5046 2569 6600 ２０ ※１

A2 ２号機増設FSTR廃スラッジ貯蔵タンクエリア 5051 2569 6600 ２０ ※１

A3 ２号機FSTR廃棄物貯蔵タンクエリア 2456 2265 7000 ２０
※１

２号機FSTR廃スラッジ貯蔵タンクエリア 2471 2265 7000 ２０

A4 ３号機FSTRCUW廃樹脂貯蔵タンクエリア 5561 2958 8745 ４５ 新規

A5 ３号機FSTR廃スラッジ貯蔵タンク（Ａ）エリア 5601 2958 8745 ４５
※１

３号機FSTR廃スラッジ貯蔵タンク（B）エリア 5601 2958 8745 ４５

A6 ３号機FSTR床ドレンサンプエリア 5650 2958 8745 ４５ 新規

A7 ４号機FSTR廃スラッジ貯蔵タンクエリア -340 2546 8430 ４５ 新規

各エリアの水位の確認状況を以下の表に示す。確認した全てのエリアに水の存在が確認され
た。（表のＮｏ．は前頁の図中の記載番号に対応）

※１：平成24年5月26日～7月3日に公表

6



調査結果（１／２）

調査結果を以下の表に示す。
（表のＮｏ．は前頁の図中の記載番号に対応）

連通性評価状況（１／２）

7

※床穴下の干渉物によりサンプリングは困難。水位データから連通性有りと判断し、水位計設置後の
水位データを監視していくこととする。

No. 調査箇所
水位
[OP]

Ｔ／
Ｂ水
位
[OP]

近傍
サブ
ドレン
水位
[OP]

近傍
サブ
ドレン
Ｎｏ．

Cs-134
[Bq/L]

Cs-137
[Bq/L]

全β
[Bq/L]

トリチウム
[Bq/L]

Cl-
[ppm]

調査日
連通性
判断

1 １号Ｈ／Ｂ室 4900 2934 5386 N1 8.35E+06 3.28E+07 3.57E+07 1.62E+05 10000 2015/3/17 無

2 １号Ｄ／Ｇ（Ｂ）室 4650 2559 4945 1 9.68E+06 3.70E+07 6.90E+07 2.15E+05 18000 2015/3/2 無

3 ３号Ｄ／Ｇ（Ｂ）室 2660 2670 5144 34 5.77E+06 2.02E+07 5.86E+07 2.92E+05 430 2015/3/2 有

4 ３号Ｄ／Ｇ（Ａ）室 2750 2750 5603 33 3.59E+06 1.30E+07 3.63E+07 2.95E+05 350 2015/3/10 有

5
３号ケーブル
処理室

2770 2772 4644 31 1.72E+06 6.38E+06 1.42E+07 1.22E+05 550 2015/3/11 有

6
４号Ｄ／Ｇ（Ａ）室
（北側）

2850 2790 4393 59 ※ ※ ※ ※ ※ 2015/3/19 有

7 ４号Ｄ／Ｇ（Ａ）室 2540 2651 7686 58 7.62E+05 2.64E+06 5.49E+06 1.56E+04 640 2015/3/4 有



調査結果（２／２）

Ｎ
Ｏ
．

調査箇所
水位
［OP］

Rw/B
水位
［OP］

近傍サブ

ドレン

水位

［OP］

近傍
サブ
ドレン
No.

Cs-134

［Bq/Ｌ］

Cs-137

［Bq/Ｌ］

全γ放射能

[Bq/Ｌ]

Ｃｌ－

[ppm]
調査日

連通性

判断

Ａ１

２号機増設ＦＳＴＲ

廃樹脂貯蔵タンクエリア 5046 2569 6600 20 2.632E+02 9.419E+02 1.205E+03 240
H27.2.5（水位）
H27.2.27（核種分析）

無

Ａ２
２号機増設ＦＳＴＲ

廃スラッジ貯蔵タンクエリア
5051 2569 6600 20 4.508E+02 1.379E+03 1.829E+03 340

H27.2.5（水位）
H27.2.27（核種分析）

無

Ａ３

２号機ＦＳＴＲ

廃樹脂貯蔵タンクエリア
2456 2265 7000 20 1.390E+06 4.565E+06 5.955E+06 190 H26.12.15 有

２号機ＦＳＴＲ

廃スラッジ貯蔵タンクエリア
2471 2265 7000 20 1.301E+06 4.415E+06 5.716E+06 180 H26.12.15 有

Ａ４
３号機ＦＳＴＲ

ＣＵＷ廃樹脂貯蔵タンクエリア
5561 2958 8745 45 1.941E+03 9.330E+03 1.573E+04 440

H27.3.5（核種分析）
H27.3.19（水位）

無

Ａ５

３号機ＦＳＴＲ

廃スラッジ貯蔵タンク（Ａ）エリア
5601 2958 8745 45 1.926E+03 9.014E+03 1.513E+04 410

H27.3.5（核種分析）
H27.3.19（水位）

無

３号機ＦＳＴＲ

廃スラッジ貯蔵タンク（Ｂ）エリア
5601 2958 8745 45 1.928E+03 8.718E+03 1.461E+04 390

H27.3.5（核種分析）
H27.3.19（水位）

無

Ａ６
３号機ＦＳＴＲ

床ドレンサンプエリア
5650 2958 8745 45 2.667E+02 1.155E+03 1.441E+03 60

H27.3.19（水位）
H27.3.19（核種分析）

無

Ａ７
４号機ＦＳＴＲ

廃スラッジ貯蔵タンクエリア
-340 2546 8430 45 1.790E+02 6.635E+02 8.425E+02 50 H27.2.5 無

※異なる高さを複数サンプリングしている箇所は，中間層(OP3000)の値を記載

連通性評価状況（２／２）

（データは最新測定値のみ記載）ＦＳＴＲ：廃棄物地下貯蔵設備（建屋）

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

8

※ ※ ※ ※
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調査箇所の評価結果

①連通性が有ると評価されるエリア
以下のエリアについては，Ｔ／Ｂ滞留水と水位及び水質（放射能濃度・塩化物イオン濃度）が
近似していることから，ポンプ設置エリアとの連通性があるものと評価

②連通性が無いと評価されるエリア
以下のエリアについては，Ｔ／Ｂ滞留水と水位及び水質（放射能濃度・塩化物イオン濃度）が
異なっていることから，ポンプ設置エリアとの連通性が無いものと評価

３号Ｄ／Ｇ（Ｂ）室（Ｎｏ．３）
３号Ｄ／Ｇ（Ａ）室（Ｎｏ．４）
３号ケーブル処理室（Ｎｏ．５）
４号Ｄ／Ｇ（Ａ）室（北側）（Ｎｏ．６）※

４号Ｄ／Ｇ（Ａ）室（Ｎｏ．７）
２号廃樹脂貯蔵タンク・廃スラッジ貯蔵タンクエリア（Ｎｏ．Ａ３）

１号Ｈ／Ｂ室（Ｎｏ．１）
１号Ｄ／Ｇ（Ｂ）室（Ｎｏ．２）
２号増設ＦＳＴＲ 廃樹脂貯蔵タンクエリア（Ｎｏ．Ａ１）
２号増設ＦＳＴＲ 廃スラッジ貯蔵タンクエリア（Ｎｏ．Ａ２）
３号ＦＳＴＲ ＣＵＷ廃樹脂貯蔵タンクエリア（Ｎｏ．Ａ４）
３号ＦＳＴＲ 廃スラッジ貯蔵タンク（Ａ）,（Ｂ）エリア（Ｎｏ．Ａ５）
３号ＦＳＴＲ 床ドレンサンプエリア（Ｎｏ．Ａ６）
４号ＦＳＴＲ 廃スラッジ貯蔵タンクエリア（Ｎｏ．Ａ７）

 今後の対応として、連通性が無いと評価されたエリアについては、今後、水抜き等を要すること
から、準備が整い次第、水抜きを進めていく計画。

※床穴下の干渉物によりサンプリング困難。水位データから連通性有りと判断し、水位計設置後の水位データを監視していくこととする。



拡
大

H27.3.2現在断面図

No.3 ３号機 D/G（B）室

抜管エリアとの連通箇所は不明だが、水位および水質から連
通があるものと評価

D/G（Ｂ）

水位：約OP.2670

D/G（Ｂ）室

抜管エリア

タービン建屋

原子炉建屋

廃棄物
処理建屋

D/G（B）室

D/G（A）室

廃棄物処理建屋

水位：約OP.2660

抜管エリア
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拡
大

H27.3.10現在断面図

No.4 ３号機 D/G（A）室

抜管エリアとの連通箇所は不明だが、水位および水質から連
通があるものと評価

D/G（A）

水位：約OP.2750

D/G（A）室

抜管エリア

タービン建屋

原子炉建屋

廃棄物
処理建屋

D/G（B）室

D/G（A）室

水位：約OP.2750
抜管エリア

11

消火ポンプ室
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拡
大

H27.3.11現在断面図

No.5 ３号機 ケーブル処理室

タービン建屋との連通箇所は不明だが、水位および水質から
連通があるものと評価

水位：約OP.2770

タービン建屋 ケーブル処理室
（Ｃ／Ｂ）

タービン建屋

原子炉建屋

廃棄物
処理建屋

水位：約OP.2772

タービン建屋

12

ケーブル処理室
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降水量 SD No.31 3号機ケーブル処理室

ケーブル処理室



４号FSTR

拡
大

H27.3.19現在断面図

No.6 ４号機 D/G（A）室（北側）

原子炉建屋

タービン建屋

廃棄物
処理建屋

抜管エリアとの連通箇所は不明だが、水位および水質から連
通があるものと評価

OP.6000
（配管貫通部）

D/G（A）

D/G（A）室

水位：約OP.2790
水位：約OP.2850

D/G（A）室

D/G（A）室
（北側）

抜管エリアD/G（A）室
（北側） 抜管エリア

水位グラフは追而
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降水量 SD No.58 ４号DG(A)室
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４号FSTR

拡
大

H27.3.4現在断面図

No.7 ４号機 D/G（A）室

原子炉建屋

タービン建屋

廃棄物
処理建屋

抜管エリアとの連通箇所は不明だが、水位および水質から連
通があるものと評価

OP.6000
（配管貫通部）

D/G（A）

D/G（A）室

水位：約OP.2651水位：約OP.2540

D/G（A）室

D/G（A）室
（北側）

抜管エリアD/G（A）室
（北側） 抜管エリア

水位グラフは追而
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廃樹脂貯蔵タンク室

廃棄物処理建屋

原子炉建屋

廃スラッジ貯蔵タンク室

OP.4300mmより流入
水量：鉛筆芯1本
≒２０Ｌ／日

ＲＷ／Ｂ

廃スラッジ貯蔵タンク室廃樹脂貯蔵タンク室

雰囲気線量率
：タンク上部 0.8mSv/h
水面約60cm上 24mSv/h

雰囲気線量率
：タンク上部 0.46mSv/h
水面約30cm上 3mSv/h

拡
大

タービン建屋

原子炉建屋

廃棄物
処理建屋

No.A3 ２号機 廃棄物地下貯蔵建屋（ＦＳＴＲ）

H26.12.15現在
想定

未止水

未止水

実測：5600mm実測：5420mm

水位：OP.2471
（約２．８ｍ）

OP.8071OP.7876

水位：OP.2456
（約２．８ｍ）

２号FSTR

OP.－300水位：約OP.2265

ＦＳＴＲ

２号FSTR水位変動（廃スラッジ貯蔵タンク室）
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7000
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9000

H24.7.3 H24.10.15 H25.1.16 H25.4.4 H25.7.9 H26.1.22 H26.6.9 H26.12.15

滞留水確認日
水
位
（
O
P
）

ＦＳＴＲ滞留水水位（ＯＰ）

RW/B水位（OP）

サブドレン水位（OP）

頻度：３ヶ月／回 頻度：６ヶ月／回

連 通連 通

断面図

Rw/BとFSTRの水位が連動して
いる
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拡
大

タービン建屋

原子炉建屋

廃棄物
処理建屋

No.1 １号機 Ｈ／Ｂ室

H27.3.17現在

滞留水：約416ｍ３

OP.4900

OP.2400

H/B室

断面図

OP.7200
（最下端の配管貫通部）

地上階

穿孔して水位を確認

所内ボイラ

H/B室

消火ポンプ室

廊下所内ボイラ
No.1

所内ボイラ
No.2

廊下

水位：OP.4900
（約2.5ｍ）

入口扉
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降水量 SD N1 １号HB室
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D/G（B）室

タービン建屋

タービン建屋

拡
大

タービン建屋

原子炉建屋

廃棄物
処理建屋

No.2 １号機 Ｄ／Ｇ（Ｂ）室

H27.3.02現在

滞留水：約830ｍ３

水位：OP.4650
（約２．6ｍ）

OP.5000

OP.2000

水位：約OP.2559

D/G（B）室

断面図
OP.5500

ルーバー

地上階
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降水量 SD No.1 1号DG室

サブドレン水位
の変動があって
も、D/G(B)室の
水位変動は見ら
れない。

穿孔して水位を確認

D/G(B）
非常用ディーゼル発電機

H27
3/1

3/2 3/3 3/4 3/5 3/6 3/7 3/8 3/9 3/10 3/11
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No.A1,A2 ２号機 増設廃棄物地下貯蔵建屋（増設ＦＳＴＲ）

廃スラッジ貯蔵タンク

廃樹脂貯蔵タンク

Ｒw／Ｂ

ＲＷ／Ｂ－ＦＳＴＲ
連絡ダクト

２号機オフガス配管ダクト

タービン建屋

原子炉建屋

廃棄物
処理建屋

拡
大

実測：1220mm

水位：OP.5051
（約５．４ｍ）

OP.6271

OP.3561

廃スラッジ貯蔵タンク廃樹脂貯蔵タンク
OP.－300

雰囲気
：0.02ｍＳｖ／ｈ OP.6723

OP.6266

水位：OP.5046
（約５．４ｍ）

実測：1220mmｍ

水位：約OP.2569

断面図
ＲＷ／Ｂ 増設ＦＳＴＲ

滞留水：約850ｍ３

H27.2.5現在

想定

止水済

止水済

２号増設FSTR

雰囲気
：0.03ｍＳｖ／ｈ

頻度：１ヶ月／回

２ヶ月／回

頻度：３ヶ月／回 頻度：６ヶ月／回

OP.4018
OP.4950

２号増設FSTR水位（廃スラッジ貯蔵タンク室）

2000

2500

3000

3500

4000

4500

5000

5500

6000

6500

7000

7500

8000

H24.6.6 H24.6.13 H24.7.2 H24.9.6 H24.12.6 H25.3.5 H25.6.5 H25.9.12 H26.3.27 H26.9.30 H27.2.5

滞留水確認日

水
位
（
O
P
）

ＦＳＴＲ滞留水水位（OP）

RW/B水位（OP）

サブドレン水位（OP）

連 通

連
絡
ダ
ク
ト

18



タービン建屋

原子炉建屋

廃棄物
処理建屋

No.A4，A5，A6 ３号機 廃棄物地下貯蔵建屋（ＦＳＴＲ）

廃棄物処理建屋

原子炉建屋

ＣＵＷ廃樹脂
貯蔵タンク

OP.6500

ＲＷ／Ｂ ＦＳＴＲ

実測：600mm

水位：OP.5601
（約５．9ｍ）

OP.6201

廃スラッジ貯蔵タンクＣＵＷ廃樹脂貯蔵タンク

雰囲気
：０．０１ｍＳｖ／ｈ

OP.6366

拡
大

水位：約OP.2958 OP.－300

OP+4885

OP+5200

OP+5600

滞留水：約690ｍ３

OP.7100mmより流入
水量：３滴／秒
≒６０Ｌ／日

H27.3.19現在

OP.6987
雰囲気
：０．６ｍＳｖ／ｈ

想定

３号機シャワードレン配管ダクト

３号機廃液
サージ配管

ダクト

３号機
シャワー
ドレン
配管ダクト

止水済

未止水

止水済

未止水

廃スラッジ貯蔵タンク
（Ａ） （Ｂ）

床ドレンサンプ
エリア

断面図

３号FSTR

頻度：３ヶ月／回 頻度：６ヶ月／回

連 通

実測：805mm

CUW廃樹脂貯蔵ﾀﾝｸｴﾘｱ
水位：OP.5561
（約５．9ｍ）

３号FSTR水位（廃スラッジ貯蔵タンク室）

2000

2500

3000

3500

4000

4500

5000

5500

6000

6500

7000

7500

8000

8500

9000

H24.8.30 H24.11.8 H25.2.14 H25.5.9 H25.7.4 H25.8.29 H26.2.20 H26.8.26 H27.2.5 H27.3.19

滞留水確認日
水
位
（
O
P
）

ＦＳＴＲ滞留水水位（OP）

RW/B水位（OP）

サブドレン水位（OP）

頻度：２ヶ月／回

床ﾄﾞﾚﾝｻﾝﾌﾟｴﾘｱ
水位：OP.5650
（約５．9ｍ）
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４号FSTR

廃スラッジ
貯蔵タンク

Ｒｘ／Ｂ

拡
大

滞留水：約30ｍ３（想定）

H27.2.5現在断面図

廃樹脂
貯蔵
タンク

床ドレン
サンプ
ピット

No.A7 ４号機 廃棄物地下貯蔵建屋（ＦＳＴＲ）

原子炉建屋

タービン建屋

廃棄物
処理建屋

流入は屋上の隙間からの雨水流入による建
屋内床ファンネル連通と想定

OP.7900

廃スラッジ
貯蔵タンク

使用済樹脂
貯蔵タンク

OP.－500

OP.7900

水位：約OP.－340

雰囲気
線量率：
0.002

mSv/h

４号FSTR水位（床サンプピット室）
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H26.2.27 H27.2.5

滞留水確認日
水
位
（
O
P
)

ＦＳＴＲ滞留水水位（OP）

RW/B水位（OP）

サブドレン水位（OP）

Rｘ/B水位（OP）

水位：約OP.2557

ＦＳＴＲＲｘ／Ｂ

頻度：１２ヶ月／回

階段室

OP+9500
OP+9000

Ｒｗ／Ｂ

１年前は水が無いことを確認し
ていたが、H27.2.5水位を確認
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【No.1参考】１号機Ｈ／Ｂ室の近傍サブドレンピット（N1）の水位変動
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No.1,2サブドレンピット水位と1号Ｔ／Ｂの比較
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１号機T/B B1抜管エリア水位

１号機 T/B B1水位

D/G室水位

O.P.4,650

（3/2,4,10）

【No.2参考】１号機D/G(B)室の周辺サブドレンピットと1号機T/Bの水位変動



【No.2参考】No.1,2ｻﾌﾞﾄﾞﾚﾝﾋﾟｯﾄの放射能濃度(Cs-134,137)分析結果

・初期濃度の低下傾向は，ピット周辺土壌への吸着による濃度低下によるものと推察
・ピット内作業，集中降雨による水質変化が確認されるのみ
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No1 Cs-134

No1 Cs-137

No2 Cs-134

No2 Cs-137

No.1ピット
浄化試験

集中降雨によりサブドレンピットへの
フォールアウトの流れ込みによる上昇
2012.9.23,9.28,10.3,10.4に豪雨あり

Cs-134理論半減値

Cs-137理論半減値

2013.2.21～2.26
浮遊物質除去作業によってピット内の
水を攪拌したことによる上昇

採取頻度：3回/週
グラフ上のプロットがない箇所
検出限界値未満(約20Bq/L)

集中降雨によりサブドレンピットへの
フォールアウトの流れ込みによる上昇
2014.8.10,8.26,9.7に豪雨あり

グラフ上のプロットがない箇所は
検出限界値未満(約20Bq/L)
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18 19

32
25

26

272
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248

9

20

21

3133

34

40

45

51

5222

1

55

53

56

Ｎ３ Ｎ４

Ｎ1

Ｎ2

Ｎ5 Ｎ6

Ｎ7
Ｎ8

Ｎ9

Ｎ10

Ｎ11

Ｎ12 Ｎ13

58

59

Ｎ14
Ｎ15

（3基）

（41基）

（5基）

（5台）

【参考】サブドレン集水設備の配置
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２、３、４号機海水配管トレンチ
止水・閉塞工事の進捗状況について

平成27年３月26日



無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

２号機海水
配管トレンチ

３号機海水
配管トレンチ

立坑
Ａ

立坑
Ｂ

立坑
Ｃ

立坑
Ｄ

トンネルＢ

ト
ン
ネ
ル
Ａ

開
削
ダ
ク
ト

立坑
Ａ

立坑
Ｂ 立坑

Ｃ

立坑
Ｄ

２号機タービン建屋

Ｎ

３号機タービン建屋 ４号機タービン建屋

開口部Ⅰ

開口部Ⅱ

開口部Ⅲ

４号機海水
配管トレンチ

１．海水配管トレンチ止水・閉塞工事の進捗状況

■位置図

■進捗状況（平成27年3月24日現在）

号機 １号機 ２号機 ３号機 ４号機

状況
・滞留水調査（H26年度分）
実施中

・トンネル部充填：12/18完了

・立坑充填：2/24開始
・ トンネル部充填：2/5開始

・トンネル部（開口部Ⅰ～Ⅲ間）
充填：3/21完了

残滞留水量 約2,500m3 ※ 約1,890m3 約3,340m3 約440m3

充填量 0m3 約2,610m3 約2,460m3 約460m3

※出典：滞留水調査（H25年度）

１号機タービン建屋

１号機海水
配管トレンチ

立
坑
Ｃ

立坑
Ｂ

立坑
Ａ

トンネルＡ

閉塞済 充填中

充填中

1

閉塞済

t1209154
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

２． ２号機：立坑充填の進捗状況

：トンネル閉塞材料

：一次充填材

：二次充填材

：キャッピング材
O.P.-12.011m O.P.-12.276m

充填高さ
材料硬化後確認

２
号
機
タ
ー
ビ
ン
建
屋

O.P.-0.6m O.P.-0.932m

既充填高さ
O.P.-4.6m

←開削ダクト ←開削ダクト

【立坑Ａ】 【立坑Ｄ北】 【立坑Ｄ南】

立坑Ｄは、３月23日現在で１サイクル目の二次充填材の打設を完了。
今後、１サイクル目のキャッピング材を打設する予定。

立坑Ａは、不陸調整のためのトンネル閉塞材の打設を３月20日に実施。
引き続き、二次充填材・キャッピング材、１サイクル目の一次充填材を
打設する。

二次充填材：3/5

キャッピング材
打設予定日：3/28

二次充填材：3/25 キャッピング材：3/5一次充填材
打設予定日：3/31

キャッピング材
打設予定日：3/26

二次充填材：3/23

キャッピング材
打設予定日：4/1

二次充填材：3/23 一次充填材：3/18一次充填材：3/18 二次充填材
：2/24, 25, 3/2

既充填高さ
O.P.-4.4m

二次充填材
：2/24, 25, 3/2

キャッピング材
：3/13

トンネル閉塞材料※

：3/20

立坑Ａ

立坑Ｂ

立坑Ｃ

立坑Ｄ

Ｎ

トンネルＢ
ト
ン
ネ
ル
Ａ

２号機海水
配管トレンチ

閉塞済

充填中

２号機タービン建屋

※間詰め充填（凍結促進策）材料の落下によるものと考えられる不陸が
生じており，トンネル閉塞材料により，不陸解消を行ったもの。

打設高さは速報版
であり，精査中

2
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

充填・
高さ管理立坑Ｂ

立坑Ｄ

トンネルＢ

トンネルC

高さ管理

充填・
高さ管理

高さ管理

立坑A

トレンチ北

３号機海水配管トレンチのトンネル部充填を２月５日より開始。

３月24日現在、約2,460m3打設完了しており、同量の滞留水を除去。

水位については管理水位（O.P.＋3.25m）以下で推移。

※ 図中の各充填孔･観測孔･ポンプにおいて枠で囲まれているものは，現状使用中
のもの。

※ 赤字は打設高さ（３月21日計測）

1/300 1/300 1/300

立坑Ａ

立坑Ｂ
立坑Ｃ

立坑Ｄ

P

トンネルＡ
トンネルＢ

トンネルＣ

充填孔B

既設ポンプ

観測孔B

充填孔C
観測孔C観測孔A 観測孔D-北,南

【３号機海水配管トレンチ概略断面展開図】

トンネルA

立坑Ｃ

O.P.-13.3m
O.P.-13.0m

O.P.-17.7m（最下端） O.P.-17.4m

O.P.-13.8m O.P.-14.1m

O.P.-17.4m

O.P.-14. 2m

O.P.-14.0m

O.P.-17.2m

O.P.+2.704m（H27.3.24の水位）

充填孔A 充填孔D-北,南

打設高さは速報版であり，精査中

堆砂厚：約0.06m 堆砂厚：約0.11m堆砂厚：約0.09m

堆砂厚：約0.07m

O.P.-14.6mO.P.-14.6m O.P.-14.6m O.P.-14.6m

３． ３号機：トンネル充填の進捗状況
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

－平面図－

▽OP-1.15m

調査・ヒアリングの結果、O.P.＋1.15mまでは壁があることを確認
できたことから、天井部まで充填を実施する。
（なお、トレンチの天端はO.P.＋0.95m）

OP-0.30m

拡大図

：写真撮影方向

４．(1) ４号機：トレンチ～建屋間の調査状況

20B-RHRS-4

ｹｰﾌﾞﾙﾄﾚｲ
A系列

▽ O.P.-1.15m

▽ O.P.+7.90m

▽ O.P.+5.25m

▽ O.P.+10m

▽ O.P.-0.30m

20B-RHRS-1

10B-DGSW-1A

ｹｰﾌﾞﾙﾄﾚｲ
B系列（下）

ｹｰﾌﾞﾙﾄﾚｲ
B系列（上）

’

（４号機海水配管トレンチをタービン建屋から望む）

４号機海水配管
トレンチ

タービン建屋

建屋接続部

O.P.+5.25m

O.P.+7.90m
▽O.P.+10.0m

－Ａ-Ａ断面図－

O.P.＋1.15m
この高さまで充填可

※４号機T/Bから海水配管トレンチを臨む

OP+1.15m

高さOP+1.15mを
確認した壁

O.P.-0.30m

O.P.+1.15m

（平成18年撮影）

O.P.-1.15m

（平成21年撮影）

A

A

N
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

20B-RHRS-4

ｹｰﾌﾞﾙﾄﾚｲ
A系列

▽ O.P.-1.15m

▽ O.P.+7.90m

▽ O.P.+5.25m

▽ O.P.+10m

▽ O.P.-0.30m

20B-RHRS-1

10B-DGSW-1A

ｹｰﾌﾞﾙﾄﾚｲ
B系列（下）

ｹｰﾌﾞﾙﾄﾚｲ
B系列（上）

’

（４号機海水配管トレンチをタービン建屋から望む）

４号機海水配管
トレンチ

タービン建屋

建屋接続部

O.P.+5.25m

O.P.+7.90m
▽O.P.+10.0m

▽ O.P.

4号機
タービン建屋

2.70m

#

4
タ
ー
ビ
ン
建
屋

P

▽O.P.-1.15m

1.15m

▽ O.P.+10m

#1～3放水路

22.15m 37.16m

▽ O.P.+3.6m

1/400

▽ O.P.-1.25m

滞留水有無未確認

P PP

▽O.P.+3.27m

▽O.P.+0.85m

1/415

▽O.P.-1.23m

1/415

▽O.P.+1.17m

16.50m

▽O.P.+0.95m

調査・ヒアリングに基づき、O.P.－0.3mより上部についても

開口部Ⅲから材料を打設し、天井部まで充填する方法に変更。

充填に際しては、開口部ⅠおよびⅢにて打設高さを確認し、建

屋側への流出がないことを確認しつつ充填を実施する。

－平面図－

①

③

③
②②

④

① トンネル部について天井部まで充填
② 開口部ⅡおよびⅢを充填
③ 放水路上部を充填
④ 開口部Ⅰ充填

変更後（番号は左図と対応）※

：打設管
：ポンプ
：水位計

開口部

A

#

4
タ
ー
ビ
ン
建
屋

開口部Ⅲ

開口部Ⅱ

A’

隔壁 既閉塞済み

B’

B

建屋張り出し部

開口部Ⅰ開口部Ⅱ

－A-A’断面図－

▽ O.P.+10m

#1～3放水路

22.15m 37.16m

▽ O.P.+3.6m

▽ O.P.-1.23m

1/400 1/415

滞留水有無未確認

P P P

▽ O.P.

4号機
タービン建屋

2.70m

#

4
タ
ー
ビ
ン
建
屋

P

▽O.P.-1.25m
▽O.P.-1.15m

▽O.P.+0.95m

▽O.P.+0.85m

1/400

16.50m

1/415

▽O.P.-1.23m

1/415

▽O.P.+3.27m

▽O.P.+1.17m

①
② ③

⑥

⑥
④④

⑤

① トンネル部についてO.P.-0.3mまで充填
② 開口部Ⅱにて間詰め充填
③ 開口部Ⅱ～Ⅲ間を天井部まで充填
④ 開口部ⅡおよびⅢを充填
⑤ 建屋張り出し部にて間詰め充填を行い、

開口部Ⅰ～Ⅱ間および開口部Ⅰ充填
⑥ 放水路上部を充填

変更前：前回ご報告内容（番号は左図と対応）

４．(2) ４号機：海水配管トレンチ・調査状況を考慮した施工改善案

※②～④の実施時期については，周辺工事等と
調整の上決定

－B-B断面図－

O.P.＋1.15m
この高さまで充填可

変更前

変更後

5
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

２月14日より充填を開始し、３月21日までに計460m3を打設し、同量の汚染水を除去。
充填高さについては、開口部Ⅰ及びⅢの観測孔を用いて管理。３月23日に計測を行い、O.P.＋1.1～
1.2mの打設高さを確認。
３月27日に揚水試験を実施予定。

４．(3) ４号機：海水配管トレンチ・トンネル充填の進捗状況

6

▽ O.P.-1.15m

▽ O.P.+10m

4号機
タービン建屋

#1～3放水路

▽ O.P.+2.8m

▽ O.P.+0.95m

2.70m 16.50m 22.15m 37.16m

開口部Ⅲ

開口部Ⅱ開口部Ⅰ

－平面図－

A

A’
隔壁

：ポンプ設置孔
：充填・観測孔
：水位計

既閉塞済み

－A-A’断面図－

▽ O.P.-1.15m

グレーチング

：充填済

▽ O.P.+3.6m

P

▽ O.P.-1.23m

1/400 1/415

▽ O.P.-1.25m

滞留水有無未確認

堆砂厚：約6cm

O.P.+1.2m O.P.+1.2m

現状観測孔のみ

※ 赤字は打設高さ（3月23日計測）

P
P

O.P.+1.2mO.P.+1.1m

▽ O.P.+2.8m▽ O.P.+2.8m

打設高さは速報版であり，精査中
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

トンネル部充填 （完了）

立坑部充填

トンネル部充填

立坑部充填

調査
トンネル部（開口部Ⅰ～Ⅲ間）充填

立坑部（開口部Ⅰ～Ⅲ）充填

４号機
トレンチ

４月 ５月 ６月

３号機
トレンチ

２月 ３月

水移送

２号機
トレンチ

５．トレンチ閉塞のスケジュール

▼

（実施時期は、周辺工事等と調整の上、決定）
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汚染水浄化処理について

平成27年3月26日
東京電力（株）

福島第一廃炉推進カンパニー



H27.5月末

H27.3.12現在

66%

59%27%

3% 31%

14%

タンク内汚染水の処理について

○タンクに起因する敷地境界実効線量（評価値）は、今年度末に「1mSv/年
未満」を達成の見通し（RO濃縮塩水の処理は3月末時点で約8割）。

○RO濃縮塩水の処理は、事故後、早い段階で発生した海水成分の多い汚染水
約3%（約2万トン）を除き、 5月末までに完了する予定。

建屋内滞留水の継続処理
○日々建屋に流入する地下水等（地下水約300トン/日＋ウェルポイントくみ
上げ移送分等約100トン/日）は、セシウム吸着装置及び第二セシウム吸着
装置によりストロンチウム処理水にした後、多核種除去設備で浄化を継続。

○今後も、地下水については、さらに対策を講じて建屋への流入量を低減する
とともに、建屋内滞留水の浄化・低減にも取り組んでいく。

処理水のさらなる浄化
○多核種除去設備以外で処理をしたストロンチウム処理水については、今後、
多核種除去設備で再度浄化し、さらなるリスク低減を図る。

○多核種除去設備で処理した水のうち、過去の装置トラブル時に浄化性能が
低下した際の処理水については、再度浄化を進める。

○最終的な処分方法の検討に合わせ、上記以外の処理水についてもさらなる
浄化を検討する。

・

・

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

2
0
1
3
/
9
/
2
4

2
0
1
3
/
1
0
/
2
4

2
0
1
3
/
1
1
/
2
4

2
0
1
3
/
1
2
/
2
4

2
0
1
4
/
1
/
2
4

2
0
1
4
/
2
/
2
4

2
0
1
4
/
3
/
2
4

2
0
1
4
/
4
/
2
4

2
0
1
4
/
5
/
2
4

2
0
1
4
/
6
/
2
4

2
0
1
4
/
7
/
2
4

2
0
1
4
/
8
/
2
4

2
0
1
4
/
9
/
2
4

2
0
1
4
/
1
0
/
2
4

2
0
1
4
/
1
1
/
2
4

2
0
1
4
/
1
2
/
2
4

2
0
1
5
/
1
/
2
4

2
0
1
5
/
2
/
2
4

2
0
1
5
/
3
/
2
4

ミリシーベルト/年

多核種除去設備等で処理しなかった場合

多核種除去設備等により抑制

１ミリシーベルト／年

平成26年度平成25年度

タンクに起因する敷地境界実効線量の推移

汚染水の処理状況

RO濃縮塩水 ｽﾄﾛﾝﾁｳﾑ処理水

ｏ事故後、早い段階で発生した海水成分の多い汚染水

・海水成分の多い汚染水の処理は、カルシウム・マグネシウムの影響で
定格流量運転ができず、時間を要することが判明。

・処理には、さらに数ヶ月を要する見込み。

多核種除去設備による処理水

処理水

3/31

タンク底部の残水
○設備上、タンク底部の汚染水は、本設ポンプでくみ上げきれないため、

残水が発生。

○残水量は、約2万トンと推定。
○残水処理にあたっては、安全を最優先に考え、ダストの飛散防止・被ばく

防止対策等を十分に施しながら、タンク解体時に順次処理中。

・

海水成分の多い汚染水

残水
約2万トンと推定。

H27.3.12現在

H27.5月末

汚染水浄化処理について
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地下水バイパスの運用状況について

平成27年３月26日

東京電力株式会社
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(2)-１ 地下水バイパスの運用状況について

採水日

分析機関 東京電力 第三者機関 東京電力 第三者機関 東京電力 第三者機関 東京電力 第三者機関 東京電力 第三者機関

セシウム134
（単位：Bq/L)

ND(0.57) ND(0.47) ND(0.66) ND(0.59) ND(0.52) ND(0.80) ND(0.68) ND(0.54) ND(0.57) ND(0.66) 1 60 10

セシウム137
（単位：Bq/L)

ND(0.72) ND(0.53) ND(0.60) ND(0.55) ND(0.54) ND(0.56) ND(0.73) ND(0.47) ND(0.60) ND(0.75) 1 90 10

その他ガンマ核種
（単位：Bq/L)

検出なし 検出なし 検出なし 検出なし 検出なし 検出なし 検出なし 検出なし 検出なし 検出なし
検出され
ないこと

全ベータ
（単位：Bq/L)

ND(0.88) ND(0.53) ND(0.92) ND(0.53) ND(0.88) ND(0.56) ND(0.90) ND(0.61) ND(0.80) ND(0.52) 5（1）(注)

トリチウム
（単位：Bq/L)

160 170 180 170 110 97 100 110 120 110 1,500 60,000 10,000

排水日

排水量
（単位：m3)

WHO
飲料水
水質
ガイド
ライン

告示
濃度
限度

3月1日 3月7日 3月13日

運用目標

2月17日

1,204

3月12日 3月18日

2月24日

1,395

3月24日2月28日 3月6日

1,700 1,4591,924

※１

※2

 地下水バイパスは、５月21日に排水を開始し、55回目の排水を完了

 排水量は、合計 89,773ｍ３

＊第三者機関：日本分析センター
＊NDは検出限界値未満を表し、（ ）内に検出限界値を示す。
(注) 運用目標の全ベータについては、10日に１回程度の分析では、検出限界値を １ Bq/Lに下げて実施。
※1 東京電力株式会社福島第一原子力発電所原子炉施設の保安及び特定核燃料物質の防護に関する規則に定める告示濃度限度
（別表第２第六欄：周辺監視区域外の水中の濃度限度［本表では、Bq/cm3の表記をBq/Lに換算した値を記載］）
※2 セシウム134,セシウム137の検出限界値「1Bq/L未満」を確認する測定にて検出されないこと（天然核種を除く）。
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B孔:OP7.4(3/5 10:00)→6.4（3/6 10:00)→7.5(3/9 10:00)
※陸側遮水壁揚水試験による影響

揚水井稼働実績（揚水井Ｎｏ．１～８）
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揚水井稼働実績（揚水井Ｎｏ．９～12）
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観測孔配置平面図

10m-A

10m-B
10m-C90m

60m
80m

7.0
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0 100 200 300 400

30日降雨量（mm)

地
下
水
位
（
O
P
.m
)

H25.4.1～H26.5.20

H26.5.21～6.20

H26.6.21～7.31

至近（8.1～H27.3.9)

10m-B孔

浪江平年30日降水量
　　＝125mm/30日

8.5

9.0

9.5

10.0
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)

H25.4.1～H26.5.20

H26.5.21～6.20

H26.6.21～7.31

至近（8.1～H27.3.9)

10m-C孔

浪江平年30日降水量
　　＝125mm/30日

7.0
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H26.5.21～6.20

H26.6.21～7.31

至近（8.1～H27.3.9)

10m-A孔

浪江平年30日降水量
　＝125mm/30日

H27.3.9現在

10m盤観測孔は１～２ヶ月累計雨量との相関が高いことから、30日累計雨量で
地下水バイパス稼働の影響を評価した。

地下水バイパス稼働後のA～C孔全ての観測孔の地下水位において平均して10～
１５cm程度の地下水位の低下が認められる。

7.63m

7.48m

7.58m

7.４2m

9.45m

9.32m

約15cm

約15cm

約15cm

　　　：H24.11～H26.4.9 データ回帰直線(稼働前)

　　　：H26.8.1～データ回帰直線（至近データ）

地下水バイパス稼働後における10m盤観測孔単回帰分析結果（累計雨量30日）
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SD-20

浪江平年60日降水量
　　＝250mm/60日
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SD-45
浪江平年60日降水量
　　＝250mm/60日
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SD-9 浪江平年60日降水量
　＝250mm/60日

山側SD配置平面図

SD9
SD20 SD45

160m
130m

170m

H27. 3.9現在
SDの地下水位は２ヶ月累計雨量との相関が高いことから、60日累計雨量で地下水バイパス稼働の影響を
評価した。

H26.8.1以降のデータが蓄積されてきたことから、回帰直線による比較を行った。

その結果、SD9においては約15cmの水位低下と評価され、SD20では同程度、SD45では、約10cm

上昇していると評価された。

3/2の計測は3/1に36mmの降雨が計測された直後なので、高く観測されていると想定される。

7.4m

約15cm

7. 10m

8.33m

週3回計測
週1回計測 週1回計測

7.55m

7.08m
8.45m

約10cm

　　 　 ：H24.4～H26.4.9 データ回帰直線(稼働前)

　　　  ：H26.8.1～データ回帰直線（至近データ）

地下水バイパス稼働後における山側SD地下水位評価結果（累計雨量60日）
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H27. 3. 5現在

：H24.1.3～H26.1.28 データ回帰直線(対策前)

：H26.4.15～H26.7.29 データ回帰直線(HTI止水後)

：H26.7.29～データ回帰直線（至近データ）

雨量累計期間 集計日7:00迄の10日間建屋への地下水流入量は１０日累計雨量との相関が高いことから、10日累計雨量
で地下水バイパス稼働の影響を評価した。

高温焼却炉建屋（以下、HTI建屋）止水に加え、地下水バイパスの稼動により合計

90m3/日程度の建屋流入量の抑制が認められる。

地下水バイパス稼働後における建屋流入量評価結果（累計雨量10日）

y = 2.8356x + 291.62

R2 = 0.5023

y = 1.8914x + 277.93

R2 = 0.4793

y = 1.2428x + 269.91

R2 = 0.406

0

100

200

300

400

500

600

700

800

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200

10日降雨量(mm)

地
下
水
流
入
他
(m
3
/
日
)

H24.1.3～H26.1.28 (対策前)

H26.4.15～7.29(除くH26.5.13～6.3) (HTI止水後)

H26.7.29～ (至近データ)

409m3/日

356m3/日

321m3/日

約90m3/日

浪江平年10日降水量

=41mm/10日
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①追加ボーリング観測孔の放射性物質濃度推移（１／３）
Ｈ４エリア周辺（E-1）

1

10
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1000

10000
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1000000

8/19 9/18 10/18 11/17 12/17 1/16 2/15 3/17 4/16 5/16 6/15 7/15 8/14 9/13 10/13 11/12 12/12 1/11 2/10 3/12

Bq/L

Ｈ４エリア周辺（E-2）

1
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8/19 9/18 10/18 11/17 12/17 1/16 2/15 3/17 4/16 5/16 6/15 7/15 8/14 9/13 10/13 11/12 12/12 1/11 2/10 3/12

Cs-134（検出限界値） Cs-137（検出限界値）

全β（検出限界値） H-3（検出限界値）

Cs-134 Cs-137

全β H-3

Bq/L

H4エリア周辺（E-3）
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①追加ボーリング調査孔の放射性物質濃度推移（２／３）

H4エリア周辺（E-8）
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Cs-134（検出限界値） Cs-137（検出限界値）

全β（検出限界値） H-3（検出限界値）
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①追加ボーリング観測孔の放射性物質濃度推移（３／３）

H4エリア周辺（F-1）
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＜H26.5.12より採取頻度変更＞
G-1：毎日→１回/週
　　　　検出限界値未満で安定していることから頻度減
G-3：１回/週→毎日
　　　　H-3が上昇傾向にあることから頻度増
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観測孔E-1の放射性物質濃度と降水量、地下水位との関係　

0

1

2

3

4

5

6

7

8

1.E-01

1.E+00

1.E+01

1.E+02

1.E+03

1.E+04

1.E+05

1.E+06

ウ
ェ
ル
揚
水
量
（
m
3
/
日
）

放
射
性
物
質
濃
度
（
B
q/
L
)

Ｈ４エリア周辺

（Ｅ－１） ウェル 全β H-3

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

200

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

日
降
水
量
（
㎜
）

地
下
水
位
O
.P
.（
ｍ
）

Ｈ４エリア周辺

（Ｅ－１）
日降水量

水位

H26.4.8～揚水停止

移送経路変更のため

揚水停止 揚水量低下

 



5 

②地下水バイパス調査孔・揚水井の放射性物質濃度推移（１／２）

　地下水バイパス調査孔

【全β】

【トリチウム】

地下水バイパス　調査孔　全β放射能濃度推移
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調査孔B 全β検出限界以下

調査孔C 全β

調査孔C 全β検出限界以下

地下水バイパス　調査孔　トリチウム濃度推移
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調査孔B H-3

調査孔B H-3検出限界以下

調査孔C H-3

調査孔C H-3 検出限界以下
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②地下水バイパス調査孔・揚水井の放射性物質濃度推移（２／２）

　地下水バイパス揚水井

0

1000

2000

3000

4/10 5/10 6/9 7/9 8/8 9/7 10/7 11/6 12/6 1/5 2/4 3/6 4/5 5/5 6/4 7/4 8/3 9/2 10/2 11/1 12/1 12/31 1/30 3/1

放
射
性
物
質
濃
度
(B
q
/L
) 揚水井No.9 H-3

揚水井No.10 H-3

揚水井No.11 H-3

揚水井No.12 H-3

1

10

100

1000

10000

4/10 5/10 6/9 7/9 8/8 9/7 10/7 11/6 12/6 1/5 2/4 3/6 4/5 5/5 6/4 7/4 8/3 9/2 10/2 11/1 12/1 12/31 1/30 3/1

放
射
性
物
質
濃
度
(B
q
/L
) 揚水井No.5 全β 揚水井No.5 全β検出限界値

揚水井No.6 全β 揚水井No.6 全β検出限界値

揚水井No.7 全β 揚水井No.7 全β検出限界値

揚水井No.8 全β 揚水井No.8 全β検出限界値
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放
射
性
物
質
濃
度
(B
q
/L
) 揚水井No.5 H-3

揚水井No.5 H-3検出限界値

揚水井No.6 H-3

揚水井No.6 H-3検出限界値

揚水井No.7 H-3

揚水井No.7 H-3検出限界値

揚水井No.8 H-3

揚水井No.8 H-3検出限界値

1

10

100

1000

10000

4/10 5/10 6/9 7/9 8/8 9/7 10/7 11/6 12/6 1/5 2/4 3/6 4/5 5/5 6/4 7/4 8/3 9/2 10/2 11/1 12/1 12/31 1/30 3/1

放
射
性
物
質
濃
度
(B
q
/L
) 揚水井No.9 H-3

揚水井No.9 H-3検出限界値

揚水井No.10 H-3

揚水井No.10 H-3検出限界値

揚水井No.11 H-3

揚水井No.11 H-3検出限界値

揚水井No.12 H-3

揚水井No.12 H-3検出限界値

【全β】

【トリチウム】

1

10

100

1000

10000

4/10 5/10 6/9 7/9 8/8 9/7 10/7 11/6 12/6 1/5 2/4 3/6 4/5 5/5 6/4 7/4 8/3 9/2 10/2 11/1 12/1 12/31 1/30 3/1

放
射
性
物
質
濃
度
(B
q
/
L
)

揚水井No.9 全β 揚水井No.9 全β検出限界値

揚水井No.10 全β 揚水井No.10 全β検出限界値

揚水井No.11 全β 揚水井No.11 全β検出限界値

揚水井No.12 全β 揚水井No.12 全β検出限界値
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③排水路の放射性物質濃度推移

B排水路　ふれあい交差点近傍
（B-0-1）

1

10

100

1000

10000

100000

8/19 9/18 10/18 11/17 12/17 1/16 2/15 3/17 4/16 5/16 6/15 7/15 8/14 9/13 10/13 11/12 12/12 1/11 2/10 3/12

Cs-134（検出限界値） Cs-137（検出限界値） 全β（検出限界値）

Cs-134 Cs-137 全β

Bq/L

C排水路正門近傍
（C-0）

1

10

100

1000

10000

100000

8/19 9/18 10/18 11/17 12/17 1/16 2/15 3/17 4/16 5/16 6/15 7/15 8/14 9/13 10/13 11/12 12/12 1/11 2/10 3/12

Bq/L 3/13～　1回/週採水

3/13～　2回/週採水

切替C排水路３５ｍ盤出口
（C-2-1）

1

10

100

1000

10000

100000

8/19 9/18 10/18 11/17 12/17 1/16 2/15 3/17 4/16 5/16 6/15 7/15 8/14 9/13 10/13 11/12 12/12 1/11 2/10 3/12

Bq/L
7/14～　採水
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④海水の放射性物質濃度推移

南放水口付近海水 （排水路出口付近）
（南放水口から約３３０ｍ）（T-2）

0.1

1

10

100

8/1 8/31 9/30 10/30 11/29 12/29 1/28 2/27 3/29 4/28 5/28 6/27 7/27 8/26 9/25 10/25 11/24 12/24 1/23 2/22 3/24

Cs-134検出限界 Cs-137検出限界 全β検出限界

Cs-134 Cs-137 全β
Bq/L

南放水口付近海水
 （南放水口から約１．３ｋｍ）（T-2-1）

0.1

1

10

100

8/1 8/31 9/30 10/30 11/29 12/29 1/28 2/27 3/29 4/28 5/28 6/27 7/27 8/26 9/25 10/25 11/24 12/24 1/23 2/22 3/24

Bq/L

5,6号機放水口北側（T-1）
（北放水口から約３０ｍ）

0.1

1

10

100

8/1 8/31 9/30 10/30 11/29 12/29 1/28 2/27 3/29 4/28 5/28 6/27 7/27 8/26 9/25 10/25 11/24 12/24 1/23 2/22 3/24

Bq/L

北防波堤北側
（T-0-1）

0.1

1

10

100

8/1 8/31 9/30 10/30 11/29 12/29 1/28 2/27 3/29 4/28 5/28 6/27 7/27 8/26 9/25 10/25 11/24 12/24 1/23 2/22 3/24

Bq/L

港湾口東側
（T-0-2）

0.1

1

10

100

8/1 8/31 9/30 10/30 11/29 12/29 1/28 2/27 3/29 4/28 5/28 6/27 7/27 8/26 9/25 10/25 11/24 12/24 1/23 2/22 3/24

Bq/L

南防波堤南側
（T-0-3）

0.1

1

10

100

8/1 8/31 9/30 10/30 11/29 12/29 1/28 2/27 3/29 4/28 5/28 6/27 7/27 8/26 9/25 10/25 11/24 12/24 1/23 2/22 3/24

Bq/L
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T-2-1　南放水口付近海水

（南放水口から約１．３ｋｍ）

 

T-0-2 港湾口東側

T-0-3 南防波堤南側

T-1　5,6号機放水口北側（北
放水口から３０ｍ）

T-0-1 北防波堤北側

T-2　南放水口付近（排水
路付近）（南放水口から約

３３０ｍ）

排水路

＜海水＞

＜追加ボーリング観測孔、地下水バイパス揚水井＞

＜排水路＞

提供：日本スペースイメージング(株)
(C) G

 C-2-1
 切替C排水路
 35ｍ盤出口

サンプリング箇所

（廃止）

排
水
路

C排水路

タンクエリア

H4北エリア

C-2

C排水路30m盤出口

C-0

C排水路正門近傍

B-3

C排水路合流点前

B-0-1

B排水路ふれあい交差点近傍

Ｂ排水路

C-1

B-C排水路合流地点

B-2

B-1の下流

B-1

8/21高線量率測定箇所

B-0

B-1の上流

C-2-1
切替Ｃ排水路

＜排水路＞

提供：日本スペースイメージング(株)  (C) DigitalGlobe

 




